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ボランティア担 当 首 相 補 佐 官  

辻 元 清 美 様  

日 本 バプテスト連 盟  

性 差 別 問 題 特 別 委 員 会  

 

東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 被 災 地 の女 性 の対 応 に関 連 する要 望 書  

 

 こ の 度 の 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 の 甚 大 な る 被 害 に 、 大 い な る 憂 い を 持 っ て 心 を 痛 め て

お り ま す 。ま た 、政 府 をは じ め 、 関 係 機 関 の 方 々に お かれま し ては 昼 夜 を 問 わ ない お働 きに感

謝 を致 しておりま す。  

 私 た ち 性 差 別 問 題 特 別 委 員 会 は 、キ リスト 教 団 体 の 日 本 バ プテ ス ト連 盟 に属 して い ま す。

日 頃 か ら 「 性 」 と い う 切 り 口 で 特 に 社 会 で 生 きづ ら さ を 強 い ら れる 女 性 や セク シ ャ ル マ イノ リテ ィ

の 人 権 に 大 き な 関 心 を 持 っ て 活 動 し て い ま す 。 震 災 と い う 非 常 時 に 於 い て は 、 更 に 「 社 会 的

弱 者 」 の 生 命 が 危 険 に さ ら さ れ 、 そ の こ と が 軽 い 事 柄 の よ う に 見 過 ご さ れ て し ま う 傾 向 が あ る こ

とを危 惧 していま す。 

 過 去 の国 内 外 での震 災 等 でも多 くの女 性 や子 どもが性 暴 力 や DV 被 害 にあったことが報

告 さ れ て い ま す 。 イ ン ド 洋 津 波 で 大 き な 被 害 を 受 け た ス リ ラ ン カ の 避 難 所 で は 消 灯 後 に 避 難

所 責 任 者 の 男 性 が 複 数 の 女 性 に 対 し て性 的 い やが らせ を 行 ったこ と 、 １９ ９５ 年 阪 神 淡 路 大

震 災 の際 、 避 難 所 のトイレや仮 設 風 呂 、就 寝 スペース 、死 角 とな る場 所 で起 こ った女 性 や子

ど も へ の 性 暴 力 事 象 は 、 連 日 報 道 さ れ る 救 助 や 物 流 支 援 の 影 で 社 会 的 な 地 位 の 低 さ か ら

でしょ うか、問 題 は仕 方 ないことと後 回 しにさ れ、表 に出 されることはありま せんでした。 

 多 く の 場 面 で 意 志 決 定 機 関 に 女 性 が 少 な い こ と は ご 承 知 の 通 り で す 。 「 災 害 は 男 の 出

番 」 と い う 一 般 的 認 識 か ら 報 道 も 含 め 、 男 性 の 視 点 で 「 問 題 さ え 存 在 し な か っ た 」 こ と に さ れ

て きま した 。 ち な みに 、阪 神 淡 路 大 震 災 芦 屋 市 の２５ 箇 所 の 避 難 所 のリー ダ ーは ､ 男 性 ２ ３ 人

女 性 ２ 人 と い う 記 録 があ り ま す 。 ま た 、 「 防 災 分 野 で の 取 り 組 み 状 況 に つ い て 」の 資 料 （ ２０ ０ ９

年 ） で は 、 こ の 度 地 震 と 津 波 で 甚 大 な 被 害 を 受 け た 青 森 県 、 岩 手 県 、 宮 城 県 は 防 災 会 議

に お け る 女 性 委 員 比 率 ０ ％ と な っ て い ま す 。 女 性 や 子 ど も の 生 涯 を 駄 目 に し て し ま う 悲 惨 な

出 来 事 が繰 り返 されな い為 に、以 下 の事 柄 を要 望 致 しま す。  

 

〔 １ 〕 緊 急 災 害 対 策 本 部 や 各 避 難 所 に 於 い て 、 女 性 の 視 点 を 取 り 入 れ た 対 策 を 講 じ る 。 避

難 し て い る 女 性 達 を は じ め 他 の 人 々 が 気 軽 に 相 談 出 来 る 窓 口 を 設 置 す る 。 出 さ れ た 問

題 をもみ消 さないで、震 災 対 策 に専 門 的 な 知 識 とノ ウハウをもつ NGO、NPO 団 体 との協

力 も視 野 に入 れながら課 題 に対 処 する。 



〔２〕災 害 後 の混 乱 、ス トレスからとりわけ女 性 や子 もたちに対 する性 暴 力 や DV が、どこに於

いても 起 こり うる 可 能 性 を 認 識 する 。 具 体 的 には 、 全 避 難 者 のス トレ ス軽 減 への 取 り組 み

と 「 性 暴 力 ・DV 」 予 防 の 啓 発 。 女 性 が 安 心 し て 着 替 え 、 就 寝 、 授 乳 出 来 る 女 性 ス ペ ー

スの確 保 。 特 に死 角 に なる場 所 に女 性 トイレ を作 ら ない。ま た、 性 暴 力 被 害 を 受 けるのは

女 性 だけでは ない。 年 齢 に関 わらず 子 どもが 被 害 者 と なるので就 寝 中 も注 意 が必 要 。女

性 や 子 ど も に 、 決 し て 一 人 で ト イ レ や 仮 設 風 呂 に 行 か な い よ う に 呼 び か け る 。 な る た け 全

体 を明 るくし、暗 闇 を 作 らないで人 の目 が行 き届 くようにする。巡 回 も必 要 。 

 

〔 ３ 〕 女 性 の 生 理 衛 生 に 関 し て 、 下 着 ・ 生 理 用 品 ・ 授 乳 時 に 必 要 な 物 品 の 確 保 。 妊 婦 に 対

す る ケ ア と 保 護 。 女 性 の 洗 濯 物 の 干 し 場 、 物 品 配 付 に 際 し て も プ ラ イ バ シ ー が 確 保 さ れ

るように。 

 

〔 ４ 〕 セク シ ュ ア ル マ イノ リ テ ィの 必 要 への 対 応 と し て 、 本 人 か ら は 申 し 出 に く い こと を 認 識 す る 。

個 室 ト イ レ の 確 保 。 お 風 呂 の 時 間 帯 を 単 に 男 女 だ け の 区 分 け に し な い よ う 工 夫 す る 。 避

難 者 の 中 に は 、 障 が い の あ る 方 や 高 齢 者 等 誰 か の 介 助 を 必 要 と す る 人 も お ら れ る こ と を

か ん が み 、 社 会 的 強 者 の 論 理 で は な く 弱 者 の 視 点 を 持 っ て 対 応 す る こ と に よ っ て 様 々 な

方 々が快 適 に過 ごすことが可 能 となる。 

 

〔５〕母 子 、父 子 への配 慮 。子 どもの泣 き声 や活 発 な行 動 によって親 は、周 囲 に対 して申 し 訳

な さ を 感 じ て し ま い が ち に な り 、 子 ど も は お と な し く す る こ と を 強 い ら れ る 。 子 ど も た ち が 遊 べ

る場 を作 ったり、親 同 士 が交 流 出 来 る場 の設 定 によってストレスを 軽 減 する。 

 

〔 ６ 〕 外 国 籍 の 人 に 対 し て も 同 じ く 一 人 の 被 災 者 と し て 対 応 す る 。 言 語 、 文 化 的 背 景 も 出 来

る限 り考 慮 する。  

 

 

参 考 ：NPO 法 人 ウィメンズネット・こうべ正 井 礼 子 氏 講 演 及 び参 考 資 料  

  ：大 分 県 庁 HP 女 性 の視 点 からの防 災 対 策 のススメ  

  ：DP I 女 性 障 害 者 ネットワーク発  

   〈〔暫 定 版 〕障 害 がある被 災 者 について知 っておいてもらいたいこと〉  

  ： 「NPO 法 人 全 国 女 性 シェルターネット」発 信 の要 望 書  


